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ンタビューのデータをナラティブ分析（Garro & Mattingly, 2000）にて探索した．  
・石井めぐみ著「笑ってよ，ゆっぴい」，Pearl S. Buck著，伊藤隆二訳「母よ嘆くなか
れ」，幸田啓子著「いっぽいっぽ―ダウン症の娘と共に」の 3冊を使用した．  
 ・障害児の母親 4 名を対象にインタビューおよび参加観察を行った．インタビューは，
半構成的面接法を用い，一回 2時間程度を複数回実施した．  
２．分析方法：母親の経験を理解するために，手記およびインタビューデータから作成
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（Drotar, Baskiewicz, Irvin, Kennell and Klaus, 1975; 中田，2009 ; 野尻，2013岡崎・
遠藤，2008; 矢代，1997; ），その段階は「ショック」，「否認」，「悲嘆，怒り」，「順応」，








の健康が阻害されるとの指摘がある(Browne＆ Bramston, 1998； Dyson, 1997; 中川,  
























































































Blumerのシンボリック相互作用論（Blumer, 1969 後藤訳 1991）である．シンボリック
相互作用論では，人は相互行為を通して周囲の人や物に働きかけ，その経験を通じて，意
味づけを行い，更新させ，作業を変化させると考えている．そこで生まれる交流が社会で



























































































































































年齢 子どもの障害名 子どもの年齢 性別 家族構成 インタビュー 
回数 
加奈子 37歳 ダウン症候群 6歳 男児 父・母 3回 
良美 44歳 脳性麻痺 14歳 男児 父・母・姉 2人 3回 
サクラ 45歳 脳性麻痺 4歳 男児 父・母・兄 2回 








































































パール 赤 ん 坊 の
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 後輩母親への伝達・サークル作り 3歳過ぎ 































  （ ）は，母親にとっての意味付けを示す．赤・黄・緑色は分離，移行，再統合を示す． 
母 出産前 0〜1歳 1〜2歳 3  4  5  6歳 小学校 


























母子通園：おしゃべり，情報交換 1歳 8ヶ月〜 
文集発行 
   通園（社会生活の拡大）3歳 8ヶ月〜 













      自主サークル活動（交流・ネットワークつくり）1歳半〜 
            サークル運営（母親活動の継承） 
































































































































































































パールは，1892 年 6 月ウェストバージニア州のヒルズボロで生まれた．パールの両親
はカルヴァン派宣教師として中国で活躍していた．パールは中国で育ち，16歳で女子大学
へ通うために米国に戻ったが，卒業と同時に母親の看病のため再び中国へ渡った．25歳で
宣教師で農業経済学者であった夫と結婚し，3 年目に長女を出産した．長女は 3 歳になっ
ても話すことができなかった．フェニルケトン尿症であったことが後に判明した．38歳の
時，パールは 10 歳の長女を施設へ託した．本書は，その間に起こったパールと長女との
生活，パールの経験した事柄，想いについて記されている．なお，本書原著 The Child Who 
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研究テーマ：  障害のある子どもの家族はどのように社会とのつながりを持つのか 
～母親の視点からの分析～ 
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